
















































































































る。それは、珂碩上人没後四年、元禄十一年（一六九八）に珂憶 弟子珂然の撰した『珂碩上人行業記』 （以下『行業 』 ）
四九
九品山浄真寺にまつわる説話の変遷

























































龍女のせい） 、つづく「和尚瑞夢見給ふ事」で、霊巌寺にいた珂碩上人と龍女との対面の場面を描く。夢に十四五歳の美女が現れ、結縁のために来たと言う。珂碩上人は取り合わなかったが、女は重ねて結縁のために来たこと、珂碩上人はいずれ越後高田に赴く旨の予言、高田の淵は自分の業であること、上人の引導で仏土に至りたいことなどを言う。同様の夢師の珂山上人も見ていた。 「和尚胎宗寺入院し給ふ事」では 珂碩上人は予言通り越後高田 胎宗寺に入院し 龍神を済度して、淵は元の田畑 戻る。また、その折、弟子の死期を予言する。　『行業記』には『名号威徳物語』の龍女済度譚によく似た、龍女済度譚と悪龍鎮撫譚の二種が採録されている。まず、龍女の済度譚のあらすじは、豆州御崎の漁師が怪魚を捕獲した。この魚肉を食した者は皆奇病になった。当地 今村氏も罹患した。珂碩上人の夢に豆州御崎 龍女が現れた。龍女は捕獲され体をばらばらにされ 事を恨んでおり、済度を願った。また、今村氏の家人が珂碩上人を訪ねる旨 予言をし 。後日、今村氏の家人が珂碩上人のもとへやって来 珂碩上人は施餓鬼法を行じた。豆州に出向き、怪魚を捕獲した場所に塔婆を立て 病人は回復し 塔婆 上に龍灯が現れた。里の人 、その岸の松を龍灯松と名づけた という話である。　もう一種の悪龍鎮撫譚のあらすじを示すと、珂碩上人は、寛文八年に越後の泰叟寺の住職になった。その頃、十川とい























度を願う。龍女は、方便として大魚となり 漁師 網にかかること、その 肉を食 者は大熱悩乱するが、多くの人
五一
九品山浄真寺にまつわる説話の変遷




























































































































































































































































































人娘に婿養子を迎えて家督を譲る。娘は十六歳の時に疱瘡に罹り 不器量にな 。それを疎んじた婿（仁左衛門を名乗る）は、妾を囲う。女房を宇治川に沈め、他人には行方不明ということにした。妾 男子が誕生するが、仁左衛門（婿）は寝
五七
九品山浄真寺にまつわる説話の変遷



































































































































































































周辺で語られていた珂碩上人にまつわる説話は、珂碩上人存命中に、既にある程度形成されていたという事実である。同じ浄土宗の高僧、祐天上人も存命中に『死霊解脱物語聞書』 （二巻二冊・元禄三年刊）が出版され、何度も版を重ねた 祐天上人は、紛う方なきスーパースターであったが、 『名号威徳物語』の出版に関わった人物には「我らが珂碩上人も」という意識があったのかもし な 。　
また、両書に共通する説話は、時を経て多少の変容を遂げていた。それは浄真寺にまつわる説話だけに限定された動き
ではないだろう。龍女の済度譚のパターン化は、同宗派内での説話の共有という事態を推測させ 。一方安産名号の話は、『九品山縁起』では、浄真寺で授けられる名号の利益を称揚することにのみ重点を置いている。これは、一人の高僧の称揚、威徳が、特定の寺院の宣伝に変質したことを示している。そして、亡婦 済度譚には、時代が下ると寺宝の由来譚が付け加えられた。これも珂碩上人という一人 高僧の伝記が 浄真寺という一寺院を宣伝する説話 変化した証左であろう。　
この点は、開帳の隆盛と密接に関わっているように思われる。寺院行事の場で、寺に伝わる説話に関わる寺宝を目の当














































登録書名は『九品山略縁起』 、請求記号は二二九─ 二四。大本三巻 冊。砥の粉色表紙。左肩に「九品仏地内案内記」と墨筆
書き。序記「関東本山光明寺／南無阿弥陀仏
　
教誉典海（花押） 」 。内題なし。尾題「九品山縁起巻上（中）終」 、 「九品山略縁起巻
下終」 刊語末の年記「文化
申の季夏」 。引用にあたっては、私の句読点（






















（（）　「 『南総里見八犬伝』と聖徳太子伝」 （ 『近世文芸』七一号、二〇〇〇年一月） 。
（
（（）　「馬琴の秘儀空間─ユートピア志向その他」 （ 『国 学解釈と教材の研究』第三一巻第二号、一九八六年二月） 。
（






（（）　「九品仏・珂磧上人─幽霊済度の霊験と開帳・講会─ 『江戸の高僧伝説』 （三弥井書店、二〇〇八年） 。
（
（（）　『浄真寺
　
文化財綜合調査報告』第一編「歴史」によれば、深川の虫干講と千部講、四谷の御備講、桜田の御膳講、市ヶ谷の蝋
燭講など、講員が地域性を持ち、浄真寺に奉仕する役割を分担した講であった。
　
